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【問題と目的】

　全体的自己価値とは，自分自身についての評価的感

情であり，例えば自分のことが好きであるのか，自分

に満足しているかといった自分自身全体について肯定

的に評価しているのか，それとも否定的に評価してい

るのかの程度を示すものである．

　青年期には，こうした全体的自己価値や自尊感情が著

しく低下し (Jacobs, Lanza, Osgood, Eccles, &Wigfield, 

2002 1) など），特に青年初期については，全体的自己

価値が低いということが従来指摘されてきた（Harter, 

1990 2）; O’Malley and Bachman, 1983 3); Rosenberg, 

1986 4) など）．山本は日本の青年を対象とした全体的

自己価値についての一連の研究の中で，青年初期に相

当する中学生は，学年の上昇とともに全体的自己価値
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が低くなり，次第に自分自身を否定的に評価するよう

になるということ，男子と比較して女子は特に自分

自身に否定的であることを見出した（山本，2013 5)）．

そして青年中期に相当する高校生に調査を行った研

究では（山本，2009 6）），高校生は非常に全体的自己

価値が低く自分自身に否定的であり，青年後期に相

当する大学生について調査を行った研究では（山本，

20107 ）），大学生も全体的自己価値は低く，いずれの

時期も男子と比較して女子は自分自身に否定的であっ

た．こうした一連の研究を通して，青年初期，中期，

後期を比較してみると，日本の青年は，青年期の間中

比較的全体的自己価値が低いということ，青年初期か

ら青年中期にかけて特に低くなり，青年後期には少し

肯定的になるということ，青年期の間，男子と比較し

て女子の全体的自己価値が低いことが示唆されている

（Yamamoto，2011 8））．

　それでは成人期になると，全体的自己価値はどのよ

うになっていくのであろうか．青年期と同様に自分自

身に対して否定的に評価しているままで全体的自己価

値は低いのであろうか．それとも青年期より肯定的に

なっていくのであろうか．青年期には男子と比較して

女子は全体的自己価値が低かったが，成人期について

も同様なのであろうか．日本で成人期を対象として

全体的自己価値を検討した研究はあまりみられない．

そこで本研究では，成人期に相当する中学生の親を対

象に，自分自身について肯定的に評価しているのか，

それとも否定的に評価しているのか，その様相を検討

することを目的とする．

　本研究では，自分自身についての評価を測定するた

めに，「自分が好きである」，「自分自身に満足してい

る」といった自分自身全体についての評価である全体

的自己価値をとりあげる．また自己についての評価

は，全体的な自己だけではなく，より具体的な側面の

自己評価もある．Harter(1986)9) は，成人を対象とし

て，全体的自己の他に，「社会性 Sociability」「仕事コ

ンピテンス Job Competence」「養護性 Nurturance」「運

動能力 Athletic Abilities」「身体的外見 Physical Appea-

rance」「稼ぎ手としての十分さ Adequate Provider」「道

徳性 Morality」「家事 Household Management」「親密な

関係 Intimate Relationships」「知性 Intelligence」「ユー

モア感覚 Sense of Humor」の11の具体的側面の自己

評価を捉えている．DuBois, Felner, Brand, Phillips, & 

Lease Provider(1996)10) は，５つの具体的な領域（仲

間関係，学校，家族，身体的外見，スポーツ）の自己

評価をとりあげ，自己の評価をより詳細に検討してい

る．本研究についても，これらの研究と同様に，自分

自身全体についての評価である全体的自己価値とは別

に，自分自身のより具体的な側面についての自己評価

についても検討する．具体的な側面としては，「身体

的外見」，「運動・健康」，「仕事」の３側面の自己評価

をとりあげる．

　こうした全体的自己価値と３つの具体的側面の自己

評価について，肯定的に評価しているのか，否定的に

評価しているのか，父母で全体的自己価値や具体的側

面の自己評価に違いがみられるのか，全体的自己価値

と具体的側面の自己評価にはどのような関連がみられ

るのかを検討する．

【方法】

１．調査実施手続きおよび調査協力者　

　調査は，2002年９月中旬から下旬に愛知県内の９

校の中学生と福島県の５校の中学生とその親に対し

て行った．愛知県の中学生とその親4,483組（１年生

1,448組，２年生1,514組，３年生1,521組），福島県の中

学生4,445組（１年生1,387組，２年生1,522組，３年生

1,536組）であった．調査の依頼は学校を通して行い，

中学生に自宅に持ち帰って父親及び母親に回答しても

らうよう依頼した．なお，調査は強制ではないこと，

記入したくなければ記入しなくてもよいことを調査用

紙に明記した．調査に回答し返送されたのは父親2,311

名，母親2,492名であった．回収率は父親52.88％，母

親56.56％であった（父親115名，母親79名は未実施の

まま返却があったため，回収率の算出にはこれらを除

いた）．回答者全員の平均年齢は，父親44.68歳，母親

41.49歳であった．

２．調査内容　

①全体的自己価値：

　自分に満足しているか，自分が好きであるかなど自

分自身全体をどのように評価しているのかを６段階評

定（非常にあてはまる，かなりあてはまる，ややあて

はまる，ややあてはまらない，かなりあてはまらない，

非常にあてはまらない）で尋ねた．Harter(1986)9) の

「Manual for the Adult Self-perception Profile」の中の全

体的自己価値についての項目，DuBois ら (1996)10) の

Self-Esteem Questionnaire と Rosenberg(1965)11) の 自

尊感情尺度（日本語訳は山本・松井・山成，1982 12）を参

考にした ) を参考に作成した．山本（20096），2010 7)，
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2013 5)）の青年に対する調査において使用した項目と

同じものである．「今の自分が好きである」，「今の自

分自身に満足している」，「時々自分がだめな人間だと

思う」，「時々自分のことがいやになる」「私はもっと

自分に自信がもてたらいいなあと思う」の５項目であ

る．

②具体的な側面の自己評価：

　「身体的外見」，「運動・健康」，「仕事」についてど

のように評価しているのかを尋ねた（13項目）．項目は，

Harter(1986)9) の「Manual for the Adult Self-perception 

Profile」の項目，DuBois(1996)10) の Self-Esteem Question-

naire，山本（2009 6），2010 7)，2013 5)）の青年に対す

る調査において使用した項目を参考に作成した．

　「身体的外見」は，自分の外見に満足しているかど

うか，好きであるかどうかについて６段階評定（非常

にあてはまる，かなりあてはまる，ややあてはまる，

ややあてはまらない，かなりあてはまらない，非常に

あてはまらない），５項目で尋ねた．項目例は「今の

自分の見た目に満足している」「外見がもっと違った

らいいのになあと思う」である．

　「運動・健康」は，自分のスポーツ能力をどのよう

に評価しているかを６段階評定（非常にあてはまる，

かなりあてはまる，ややあてはまる，ややあてはまら

ない，かなりあてはまらない，非常にあてはまらない），

４項目で尋ねた．項目例は「いろいろなスポーツがう

まくでき，満足している」「私は，運動神経がいい方

だと思う」「私は，自分は健康だと思う」である．

　「仕事」は，仕事能力をどのように評価しているか

を６段階評定（非常にあてはまる，かなりあてはまる，

ややあてはまる，ややあてはまらない，かなりあては

まらない，非常にあてはまらない），４項目で尋ねた．

項目例は「私は，今の自分の仕事に満足している」「私

は，仕事では誰にも負けない自信がある」である．

【結果及び考察】

１．項目ごとの平均値の検討

　項目ごとに平均値，標準偏差を算出した (Table1, 

Table2)．父親で平均値が高かった項目は，「自分の仕

事に自信を持っている」，「今の自分の仕事に満足して

いる」など「仕事」に関する肯定的評価の項目であっ

た．平均値が低かった項目は，「あまり仕事の成果が

あがらない」，「時々自分がだめな人間だと思う」など

仕事や全体的自己価値の否定的評価の項目であった．

　母親で平均値が高かった項目は，「もっと自分に自

信がもてたらいいなあと思う」，「自分は健康的だと思

う」といった項目であり，平均値が低かった項目は「い

ろいろなスポーツができ満足している」，「運動神経が

よい方だと思う」など運動についての肯定的評価の項

目であった．

側面  項目 人数 平均値 SD

仕事 私は，あまり仕事の成果があがらない。 1,930 2.87 (1.06)

全体的自己価値 私は，時々自分がだめな人間だと思う。 1,926 3.08 (1.17)

全体的自己価値 私は，時々自分のことがいやになる。 1,931 3.15 (1.16)

身体的外見 私は，外見がもっと違ったらいいのになあと思う。 1,930 3.17 (1.34)

運動・健康 私は，いろいろなスポーツがうまくでき，満足している。 1,937 3.33 (1.23)

身体的外見 私は，自分の体重は今のままで十分だと思っている。 1,941 3.35 (1.45)

身体的外見 私は，今の自分の見た目に満足している。 1,915 3.43 (1.06)

身体的外見 私は，自分の顔が気に入っている。 1,917 3.46 (1.10)

全体的自己価値 私は，今の自分自身に満足している。 1,915 3.52 (1.08)

身体的外見 私は，自分の身長は今のままで十分だと思っている。 1,930 3.63 (1.40)

全体的自己価値 私は，もっと自分に自信がもてたらいいなあと思う。 1,929 3.67 (1.23)

運動・健康 私は，運動神経がいい方だと思う。 1,930 3.74 (1.25)

仕事 私は，仕事では誰にも負けない自信がある。 1,922 3.80 (1.14)

全体的自己価値 私は，今の自分が好きである。 1,927 3.81 (1.07)

運動・健康 私は，体力に自信がある。 1,934 3.87 (1.12)

運動・健康 私は，自分は健康だと思う。 1,922 3.89 (1.15)

仕事 私は，今の自分の仕事に満足している。 1,930 3.93 (1.27)

仕事 私は，自分の仕事に自信をもっている。 1,923 4.36 (1.08)

平均値が
低い項目

平均値が
高い項目

Table1　項目ごとの平均値及び標準偏差（父親）
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２．項目ごとの父親と母親の差の検討

　父親と母親で自分自身の評価の仕方に違いがあるか

を検討するために t 検定を行った．

　「全体的自己価値」については，「今の自分が好きで

ある」「今の自分自身に満足している」といった肯定

的な項目で父親の得点が高く有意差がみられた．また

具体的側面の自己評価については，「外見」，「運動」，

「仕事」に関するすべての側面の肯定的項目で父親の

得点が高かった．父親の得点が高かった具体的項目と

ｔ検定の結果は Table3 に示した．逆に母親の得点が

高かった項目は，「自分の身長は今のままで十分だと

思っている (p<.001)」，「あまり仕事の成果があがら

ない (p<.001)」，「自分は健康だと思う (p<.001)」の

３項目のみであった．母親と比較して父親が自分自身

をより肯定的に評価しているといえよう．

３．具体的側面の自己評価の因子分析

　具体的側面の自己評価に関する13項目について，事

前に想定していた身体的外見（５項目），運動・健康

（４項目），仕事（４項目）の３因子で妥当であるかど

 
 

側面  項目 人数 平均値 SD

運動・健康 私は，いろいろなスポーツがうまくでき，満足している。 2,280 2.59 (1.23)

運動・健康 私は，運動神経がいい方だと思う。 2,282 2.90 (1.36)

身体的外見 私は，自分の体重は今のままで十分だと思っている。 2,295 2.95 (1.51)

仕事 私は，あまり仕事の成果があがらない。 2,239 3.00 (0.99)

身体的外見 私は，今の自分の見た目に満足している。 2,269 3.02 (1.10)

身体的外見 私は，自分の顔が気に入っている。 2,270 3.13 (1.06)

仕事 私は，仕事では誰にも負けない自信がある。 2,273 3.17 (1.11)

全体的自己価値 私は，今の自分自身に満足している。 2,275 3.28 (1.13)

運動・健康 私は，体力に自信がある。 2,287 3.47 (1.23)

全体的自己価値 私は，時々自分がだめな人間だと思う。 2,287 3.50 (1.12)

全体的自己価値 私は，時々自分のことがいやになる。 2,281 3.54 (1.13)

全体的自己価値 私は，今の自分が好きである。 2,280 3.66 (1.12)

身体的外見 私は，外見がもっと違ったらいいのになあと思う。 2,284 3.72 (1.30)

仕事 私は，自分の仕事に自信をもっている。 2,263 3.79 (1.22)

仕事 私は，今の自分の仕事に満足している。 2,267 3.80 (1.29)

身体的外見 私は，自分の身長は今のままで十分だと思っている。 2,283 3.83 (1.51)

運動・健康 私は，自分は健康だと思う。 2,281 3.95 (1.21)

全体的自己価値 私は，もっと自分に自信がもてたらいいなあと思う。 2,293 4.16 (1.15)

平均値が
高い項目

平均値が
低い項目

Table2　項目ごとの平均値及び標準偏差（母親）

 

Table2　項目ごとの平均値及び標準偏差（母親）

Table3　父親の得点が高かった項目

 

 平均値 (SD) 平均値 SD t値 有意差

全体的自己価値 今の自分が好きである。 3.81 (1.07) 3.66 (1.12) 9.82 父＞母***

全体的自己価値 今の自分自身に満足している。 3.52 (1.08) 3.28 (1.13) 11.24 父＞母***

身体的外見 自分の顔が気に入っている。 3.46 (1.10) 3.13 (1.06) 12.49 父＞母***

身体的外見 自分の体重は今のままで十分だと思っている。 3.35 (1.45) 2.95 (1.51) 12.29 父＞母***

身体的外見 今の自分の見た目に満足している。 3.43 (1.06) 3.02 (1.10) 13.46 父＞母***

運動・健康 体力に自信がある。 3.87 (1.12) 3.47 (1.23) 13.50 父＞母***

運動・健康 いろいろなスポーツがうまくでき，満足している。 3.33 (1.23) 2.59 (1.23) 17.37 父＞母***

運動・健康 運動神経がいい方だと思う。 3.74 (1.25) 2.90 (1.36) 18.99 父＞母***

仕事 仕事では誰にも負けない自信がある。 3.80 (1.14) 3.17 (1.11) 16.87 父＞母***

仕事 今の自分の仕事に満足している。 3.93 (1.27) 3.80 (1.29) 8.56 父＞母***

仕事 自分の仕事に自信をもっている。 4.36 (1.08) 3.79 (1.22) 15.73 父＞母***

父親 母親

Table3　父親の得点が高かった項目

           ***: p<.001  
 

***:  p<.001
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うかを確認するため，因子分析を行った．分析は父親，

母親それぞれに行った（最小二乗法，プロマックス回

転）．その結果，父親，母親ともに，固有値の減衰状

況から3因子が妥当であると判断された．３因子での

各因子負荷量を Table4, 5 に示した．

　父親については，第１因子は事前に想定していた仕

事についての自己評価を示す４項目からなり，「仕事

因子」とした．第２因子は運動やスポーツについての

自己評価についての３項目からなる．事前に想定して

いた「自分は健康だと思う」という項目については因

子負荷量が低かったため「運動因子」とした．第３因

子は，外見についての評価を示す５項目からなり，「外

見因子」とした．

　母親については，第１因子は運動やスポーツについ

ての自己評価についての３項目からなる．父親と同様

「自分は健康だと思う」という項目については因子負

荷量が低かったため「運動因子」とした．第２因子は

仕事についての自己評価を示す4項目からなり，「仕事

因子」とした．第３因子は外見についての評価を示す

４項目からなり「外見因子」とした．事前に想定して

いた「自分の身長は今のままで十分だと思っている」

については因子負荷量が低かった．父親，母親ともに，

ほぼ事前に想定していた因子構造であった．しかし項

目によっては因子負荷量が低いものもあったため，以

下の分析に使用する側面ごとの合計点の算出には，因

子負荷量の低かった項目は除いた．

Table4　具体的側面の自己評価の因子分析の結果（父親）

因子負荷量
1 2 3

私は，自分の仕事に自信をもっている。

私は，今の自分の仕事に満足している。

私は，仕事では誰にも負けない自信がある。

私は，あまり仕事の成果があがらない。

.94

.61

.55
-4.6

-.01
-.04
.11
.05

-.10
.01
.01
-0.3

私は，いろいろなスポーツがうまくでき，満足している。

私は，運動神経がいい方だと思う。

私は，体力に自信がある。

私は，自分は健康だと思う。

-.04
-.05
.12
.04

.85

.85

.47

.27

-.01
-.09
.05
.26

私は，今の自分の見た目に満足している。

私は，外見がもっと違ったらいいのになあと思う。

私は，自分の身長は今のままで十分だと思っている。

私は，自分の顔が気に入っている。

私は，自分の体重は今のままで十分だと思っている。

.08

.02
-.06
.14
-.07

.02

.10
-.05
.08
.07

.65
-.54
.49
.39
.38

Table5　具体的側面の自己評価の因子分析の結果（母親）

因子負荷量
1 2 3

私は，運動神経がいい方だと思う。

私は，いろいろなスポーツがうまくでき，満足している。

私は，体力に自信がある。

私は，自分は健康だと思う。

.82

.81

.55

.34

-.11
-.04
.16
.21

.03

.05
-.10
.00

私は，自分の仕事に自信をもっている。

私は，今の自分の仕事に満足している。

私は，仕事では誰にも負けない自信がある。

私は，あまり仕事の成果があがらない。

-.01
-.06
.18
-.02

.88

.69

.44
-.39

-.02
.03
.02
-.03

私は，今の自分の見た目に満足している。

私は，外見がもっと違ったらいいのになあと思う。

私は，自分の顔が気に入っている。

私は，自分の体重は今のままで十分だと思っている。

私は，自分の身長は今のままで十分だと思っている。

-.03
.06
.07
.02
.02

-.01
-.03
.11
-.04
.01

.91
-.50
.47
.45
.28
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４．全体的自己価値と具体的側面の自己評価の平均値，

　  及び父母の差

　全体的自己価値については，肯定的に評価している

ほど高得点になるように５項目を合計し尺度得点を算

出した．具体的側面の自己評価については，因子分析

の結果，父親，母親の両方とも因子負荷量の高かった

項目の得点を肯定的に評価しているほど高得点になる

ように合計し，下位尺度得点を算出した（Table6）．

　その結果，父親は，「全体的自己価値」，及び「外見」

「運動」「仕事」の３側面すべてに高い得点を示してお

り，父親は自分自身を肯定的に評価していると考えら

れる．　

　また，父親と母親で相違がみられるのかを検討する

ために，ｔ検定を行った．その結果，「全体的自己価値」

については，男女間で有意差はみられなかった．具体

的側面の自己評価については，「外見」，「運動」，「仕事」

すべての側面で父親の得点が高く有意差がみられた．

５．全体的自己価値と具体的側面の自己評価の関連の

検討

　全体的自己価値と具体的側面の自己評価がどのよう

に関連しているのかを検討するために，まず相関係数

を算出した (Table7)．その結果，父親は「外見」と「仕

事」の側面が，「全体的自己価値」と相関がみられた．

母親は，「全体的自己価値」と有意な相関がみられた

のは「外見」「運動」「仕事」の側面であった．しかし

「運動」の側面については，相関係数は非常に低かった．

　次に，全体的自己価値を従属変数とし，外見，運動，

仕事の自己評価を説明変数とする重回帰分析を行っ

た．結果は Table8 に示した．

　父親では，「外見」の側面の自己評価が全体的自己

価値に最も関連しており，次いで「仕事」の自己評価

が関連していた．しかし，「運動」の側面については，

全体的自己価値と負の関連がみられた．

　母親では，「外見」の側面の自己評価が全体的自己

価値に最も関連しており，「仕事」の自己評価につい

ても正の関連がみられた．しかし，「運動」の側面に

ついては，全体的自己価値に負の関連がみられた．こ

れらの結果は，父親とほぼ同様であった．

６．まとめ

　本研究の目的は，中学生の親の全体的自己価値と具

体的側面の自己評価の様相を検討することであった．

　その結果，まず全体的自己価値については，項目ご

とにみても，項目の合計点をみても，比較的得点が高

く，自分自身について満足しているなど肯定的に評価

している．青年を対象として全体的自己価値を同一項

目で測定している研究結果（山本，2009 6），2010 7)，

2013 5)，Yamamoto，2011 8)）と比較してみると，中学

生の親の全体的自己価値は，青年と比較して得点が高

く，年齢の上昇に伴って肯定的に自己を評価するよう

になる可能性が示唆される．これらをより詳細に検討

するためには，父親・母親それぞれに年齢ごとに比較

し，どのような相違がみられるのかを検討する必要が

あろう．

　また父親と母親の差をみてみると，全体的自己価値

と具体的側面の自己評価，いずれも父親よりも母親の

得点が低く，女性の方が自分自身に対して否定的であっ

た．前述した山本の青年を対象とした研究でも（山本，

2009 6），2010 7)，2013 5)，Yamamoto，2011 8)），青年期の

間中，男子よりも女子の方が否定的であるということ

が示されており，青年期から成人期まで通して男性よ

りも女性の方が否定的であると考えられよう．

　全体的自己価値と具体的側面の自己評価の関連につ

いては，単純な相関では「外見」と「仕事」の側面の

自己評価と正の関連がみられた．重回帰分析の結果で

は，父母ともに，「外見」の側面の自己評価が全体的

自己価値に最も関連しており，「仕事」の自己評価に

Table6　全体的自己価値と具体的側面の自己評価の側面ごとの平均値，標準偏差，ｔ検定の結果

 

平均値 (SD) 平均値 (SD) ｔ値 有意差

全体的自己価値（5項目） 17.68 (2.72) 17.57 (2.87) 1.20 n.s.

外見（4項目） 14.07 (3.29) 12.37 (3.49) 16.06 父＞母***

仕事（4項目） 16.22 (3.36) 14.77 (3.40) 13.58 父＞母***

運動（3項目） 10.97 (2.95) 8.96 (3.14) 21.16 父＞母***

***: p<.001

Table6 全体的自己価値と具体的側面の自己評価の側面ごとの平均値，標準偏差，t検定の結果

父親 母親
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ついても正の関連がみられ，外見や仕事の面での自己

評価が高いと，自分自身全体の評価が高くなるようで

ある．しかし，「運動」の側面については，全体的自

己価値に負の影響がみられ，「運動」面での自己評価

が高い人ほど，全体的自己価値が否定的であるとい

う結果であった．青年に対する調査（山本，2009 6），

2010 7)) では，高校生も大学生も，この側面は全体的

自己価値と正の関連がみられている。なぜ中学生の親

の年齢になると「運動」の側面と全体的自己価値が負

の関連をみられるのかを，今後検討する必要があろう．
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